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道順の模様
も よ う

 

 

 次の問いに答えなさい。 

 

図１             図２              図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）図１のマス目の辺の上をＡからＢまで進むとき，最短経路は何通りありますか， 

 

 

 

（２）（１）で求めた経路を模様として考えます。このとき，図２と図３の経路は回転させると重なりあう

ので，同じ模様になります。模様は全部で何種類ありますか。 
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道順の模様 （１）６７２通り （２）４６２種類 

 

（１）図①のように道を補って考えると，ＡからＢまで進む最短経路 

は，１２Ｃ６＝
１２×１１×１０×９×８×７

６×５×４×３×２×１
＝９２４（通り） 

です。最短経路のうち，点線の道にはみ出す場合は必ずＣかＤを 

通過して→の向きに進みます。 

 

○Ｃを通過して矢印の向きに進む場合 

   ＡからＣまで進む最短経路は， 

９Ｃ３＝
９×８×７

３×２×１
＝８４（通り）です。ＣからＢまで進む最短 

経路は１通りですから，８４×１＝８４（通り）です。 

 

○Ｄを通過して矢印の向きに進む場合 

   ＡからＤまで進む最短経路は，８Ｃ３＝
８×７×６

３×２×１
＝５６（通り）です。Ｄから矢印の向きにＢまで

進む最短経路は３通りですから，５６×３＝１６８（通り）です。 

 

   よって，９２４－（８４＋１６８）＝６７２（通り）です。 
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（２）模様を回転させて重ねるためには，模様の両端のＡとＢが重ならなければならないので，回転の中心

は図②のＯです。Ｏを中心とする点対称において，点線のはみ出した部分に対応するのは影をつけた部

分です。影をつけた部分の内部を通過する経路は回転させたときにはみ出すので，回転によって他の経

路と重なることはありません。 

最短経路のうち，影をつけた部分の内部を通過する場合は必ずＥかＦを通過して→の向きに進みます。 

 

○Ｅを通過して矢印の向きに進む場合 

   ＡからＥまで進む最短経路は４通りです。Ｅから右に進んだ場合，そこからＢまで進む最短経路は，

７Ｃ２＝
７×６

２×１
＝２１（通り）です。Ｅから上のＧに進んだ場合，ＧからＢに進む最短経路は図③のよ

うに３１通りです。よって，（２１＋３１）×４＝２０８（通り）です。 

 

図②              図③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○Ｆを通過して矢印の向きに進む場合 

   ＡからＦまで進む最短経路は１通りです。Ｆから右に進み，そこからＢに至る最短経路は， 

８Ｃ２＝
８×７

２×１
＝２８（通り）ですから，１×２８＝２８（通り）です。 

 

 よって，回転させることではみ出す模様は２０８＋２８＝２３６（種類）あります。 
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   残りの６７２－２３６＝４３６（種類）の模様は，図④の影

をつけた部分の内部や周りを通るので，回転させてもはみ出す

ことはありません。そのうちで，回転させることで自分自身と

重なる点対称な模様は何種類あるかを考えます。 

   図④のようにＡからＯまで進む最短経路は１６通りあり，そ

れぞれの経路に対して点対称な模様となるようなＯからＢまで

進む最短経路は１通りあるので，点対称な模様は１６通りあり

ます。 

   よって，残りの４３６－１６＝４２０（通り）の模様は，回

転させることで他の模様と重なるので，模様は 

１６＋４２０÷２＝２２６（通り）あります。 

 

   以上より，模様は２３６＋２２６＝４６２（種類）です。 
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